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(57)【要約】
【課題】ベースの貫通孔での目詰まりを防止しつつ、蓋
体を閉じた状態での気密性を確保できるヒンジキャップ
を提供する。
【解決手段】本発明のヒンジキャップ20は、容器の内部
に通じる貫通孔11aを有し当該容器の口部に装着される
ベース11と、このベース11の貫通孔11aに挿入可能な突
起13pを有しヒンジHを介して揺動可能に繋がる蓋体13と
を備える。ベース11の外表面に、貫通孔11aを取り囲む
ように配置され、蓋体13の閉じ状態において、蓋体13に
接触して貫通孔11aの周りを密封する環状の弾性部材2a
を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器の内部に通じる貫通孔を有し当該容器の口部に装着されるベースと、このベースの
貫通孔に挿入可能な突起を有しヒンジを介して揺動可能に繋がる蓋体とを備えるヒンジキ
ャップであって、
　前記ベースの外表面に、前記貫通孔を取り囲むように配置され、当該蓋体の閉じ状態に
おいて、前記蓋体に接触して前記貫通孔の周りを密封する環状の弾性部材を備えることを
特徴とするヒンジキャップ。
【請求項２】
　前記弾性部材は、前記蓋体の閉じ状態において、当該蓋体の裏面に接触する凸形状をし
てなる、請求項１に記載のヒンジキャップ。
【請求項３】
　前記弾性部材の内縁全周に、当該内縁の内側の前記貫通孔を除いた全体を満たすように
繋がり、前記蓋体の閉じ状態において、当該蓋体との相互間に隙間を形成する補助弾性部
を設けてなる、請求項１又は２に記載のヒンジキャップ。
【請求項４】
　前記弾性部材は、その内縁を前記貫通孔の口径に対応させてなり、当該弾性部材の外縁
全周に、当該外縁の外側全体をシート状に繋ぎ、前記蓋体の閉じ状態において、当該蓋体
との相互間に隙間を形成する補助弾性部を設けてなる、請求項１又は２に記載のヒンジキ
ャップ。
【請求項５】
　前記環状部材に、前記蓋体に折り曲げ可能に繋がり当該蓋体を開き状態に付勢する延長
弾性部を設けてなる、請求項１乃至４のいずれか一項に記載のヒンジキャップ。
【請求項６】
　前記ヒンジキャップは、容器の内部に通じる貫通孔が前方に形成された天壁部を有し当
該天壁部から容器の口部に装着される装着部が垂下するベースと、このベースの壁部の背
面を窪ませて棚面を有する窪みを形成して当該窪みの棚面に傾動可能に一体に立設した押
圧板と、ベースの貫通孔に挿入可能な突起を有し前記押圧板の上端部にヒンジを介して揺
動可能に繋がる蓋体とを備えるヒンジキャップであって、
　前記押圧板の上端部のうち、その裏面側を一部切り欠いて押圧板の幅方向に延在する段
部を形成する一方、
　当該押圧板の幅方向に沿って延在すると共に前記段部に一体に成形される横架弾性部材
を設け、当該横架弾性部材の端部をそれぞれ、前記ベースに形成された窪みの側縁に固定
保持して当該窪みに向けての前記押圧板の押し込みに抗する付勢力を得るものである、請
求項１乃至５のいずれか一項に記載のヒンジキャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓋体を自動的に開放できるワンタッチキャップに代表されるヒンジキャップ
であって、その目詰まりの防止と蓋体の閉じ状態における気密性の向上を目的とした技術
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のヒンジキャップには、容器の内部に通じる複数の貫通孔を有し当該容器の口部に
装着されるベースと、このベースにコイルスプリングを介して揺動可能に連結される蓋体
とを備え、蓋体の裏面に、その閉じ状態において、ベースの貫通孔に間隔を空けて挿入可
能な突起を有し、当該貫通孔の目詰まりを防止するワンタッチキャップがある（例えば、
特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】実開平５－３５７０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、こうした従来のヒンジキャップは、貫通孔での目詰まりを防止できるも
のの、蓋体を閉じた状態での気密性の確保は、蓋体とベースの上部外表面とが面一状態と
なるようにすることで行なうのみであり、必ずしも気密性を確保できるものではなかった
。
【０００５】
　本発明の解決すべき課題は、ベースの貫通孔での目詰まりを防止しつつ、蓋体を閉じた
状態での気密性を確保できるヒンジキャップを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明であるヒンジキャップは、容器の内部に通じる貫通孔を有し当該容器の口部に装
着されるベースと、このベースの貫通孔に挿入可能な突起を有しヒンジを介して揺動可能
に繋がる蓋体とを備えるヒンジキャップであって、前記ベースの外表面に、前記貫通孔を
取り囲むように配置され、当該蓋体の閉じ状態において、前記蓋体に接触して前記貫通孔
の周りを密封する環状の弾性部材を備えることを特徴とするものである。
【０００７】
　上記発明において、前記弾性部材は、蓋体の閉じ状態において、当該蓋体の裏面に接触
する凸形状をしてなるものとすることができる。
【０００８】
　また、上記発明は、前記弾性部材の内縁全周に、当該内縁の内側の前記貫通孔を除いた
全体を満たすように繋がり、蓋体の閉じ状態において、当該蓋体との相互間に隙間を形成
する補助弾性部を設けてもよく、また、上記発明において、前記弾性部材は、その内縁を
前記貫通孔の口径に対応させてなり、当該弾性部材の外縁全周に、当該外縁の外側全体を
シート状に繋ぎ、前記蓋体の閉じ状態において、当該蓋体との相互間に隙間を形成する補
助弾性部を設けてもよい。
【０００９】
　更に、上記発明は、前記環状部材に、前記蓋体に折り曲げ可能に繋がり当該蓋体を開き
状態に付勢する延長弾性部を設けてなることが好ましい。
【００１０】
　また、本発明に係る、ヒンジキャップは、容器の内部に通じる貫通孔が前方に形成され
た天壁部を有し当該天壁部から容器の口部に装着される装着部が垂下するベースと、この
ベースの壁部の背面を窪ませて棚面を有する窪みを形成して当該窪みの棚面に傾動可能に
一体に立設した押圧板と、ベースの貫通孔に挿入可能な突起を有し前記押圧板の上端部に
ヒンジを介して揺動可能に繋がる蓋体とを備えるヒンジキャップであって、前記押圧板の
上端部のうち、その裏面側を一部切り欠いて押圧板の幅方向に延在する段部を形成する一
方、当該押圧板の幅方向に沿って延在すると共に前記段部に一体に成形される横架弾性部
材を設け、当該横架弾性部材の端部をそれぞれ、前記ベースに形成された窪みの側縁に固
定保持して当該窪みに向けての前記押圧板の押し込みに抗する付勢力を得るものとするこ
とができる。
【００１１】
　なお、本発明において、前記貫通孔は、少なくとも１つであればよい。また、「環状」
とは円形に閉じられたものだけでなく、三角や矩形等の多角形に閉じられたものも含む。
加えて、上記弾性部材と各弾性部とは、例えば、インサート成形により一体成形できる。
更に、弾性部材に用いる材質は、エラストマやこれに類する弾性を有する材質等が挙げら
れる。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明の如く、蓋体の裏面に、当該蓋体の閉じ状態にて、ベースの貫通孔に挿入される
突起を有し、更に、ベースの外表面に、前記貫通孔を取り囲むように配置され、当該蓋体
の閉じ状態において、前記蓋体に接触して前記貫通孔の周りを密封する環状の弾性部材を
設ければ、前記突起の挿入によりベースの貫通孔での目詰まりを防止し、更に、前記貫通
孔を取り囲んだ環状の弾性部材が蓋体と接触することにより当該蓋体を閉じた状態での気
密性も確保することもできる。
【００１３】
　また、上記発明において、前記弾性部材が、蓋体の閉じ状態において、当該蓋体の裏面
に接触する凸形状をしてなるものであれば、蓋体を閉じた状態での接触は、凸形状をして
なる環状の弾性部材の頂部に集中するため、蓋体を閉じた状態での気密性の確保を更に確
実なものとすることができる。
【００１４】
　更に、上記発明において、前記弾性部材に、前記蓋体に折り曲げ可能に繋がり前記蓋体
を開き状態に付勢する弾性延長部を設ければ、上述した効果を奏する操作性に優れたヒン
ジキャップを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】(a),(b)はそれぞれ、本発明を説明するための参考技術としてのワンタッチキャ
ップを、蓋体の開き状態で示す上面図及び、同キャップを、ヒンジを断面として示す背面
図である。
【図２】(a),(b)はそれぞれ、図１(a)のＸ－Ｘ断面図及び、蓋体の閉じ状態を図１(a)の
Ｘ－Ｘ断面で示す断面図である。
【図３】図２(b)の拡大断面図である。
【図４】本発明の第一の形態であるワンタッチキャップを、蓋体の開き状態で示す上面図
である。
【図５】(a),(b)はそれぞれ、図４(a)のＸ－Ｘ断面図及び、蓋体の閉じ状態を図４(a)の
Ｘ－Ｘ断面で示す断面図である。
【図６】図５(b)の拡大断面図である。
【図７】(a),(b)はそれぞれ、本発明の第二の形態であるワンタッチキャップを、蓋体の
開き状態で示す上面図及び、同キャップを、ヒンジを断面として示す背面図である。
【図８】(a),(b)はそれぞれ、図７(a)のＸ－Ｘ断面図及び、蓋体の閉じ状態を図７(a)の
Ｘ－Ｘ断面で示す断面図である。
【図９】図８(b)の拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して、本発明のヒンジキャップを詳細に説明する。
【００１７】
　図１(a),(b)はそれぞれ、本発明を説明するための参考技術としてのワンタッチキャッ
プ10を、蓋体13の開き状態で示す上面図及び、同キャップ10を、ヒンジＨを断面として示
す背面図である。また、図２(a),(b)はそれぞれ、図１(a)のＸ－Ｘ断面図及び、蓋体13の
閉じ状態を図１(a)のＸ－Ｘ断面で示す断面図である。更に、図３は、図２(b)の拡大断面
図である。
【００１８】
　符号11は、図１(a)に示すように、図示せぬ容器の内部に通じる５つの貫通孔11aを有す
るベースである。ベース11は、図１(b)に示すように、その内側下部に容器の口部に螺着
される装着部11bを有し、その外表面には、貫通孔11aの前方から背面に亘って延在する窪
みＣ(C1,C2,C3)が形成されている。窪みＣのうち、ベース11の背面を窪ませた窪みC3は、
図２(a)に示すように、装着部11bとの間に平坦な棚部11cを形成する。
【００１９】
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　符号12は、図１(b)に示すように、窪みC3を形成する２つの側縁ｅ1,ｅ2のうち、窪みC3
の狭幅部分を形成する側縁ｅ2との間にスリットＳを形成し、棚面11cから一体に立設され
た平板状の押圧板である。押圧板12には更に、棚面11cより高い位置に、横方向に沿って
伸びる折り曲げ可能な薄肉部12tが形成されている。
【００２０】
　これにより、押圧板12は、薄肉部12tを起点に、図２(a)の矢印D1に示すように、ベース
11の前面側及び背面側に揺動することができる。押圧板12は、使用者が実際に押し込む側
に、使用者の指先が当たる突条12aを有する。
【００２１】
　符号13は、図１(a)に示すように、ベース11に形成した窪みＣに略等しい幅を有し、押
圧板12の上端部12eにそれぞれヒンジHを介して一体に繋がる蓋体である。この蓋体13は、
図２(a)の矢印D2に示すように、ヒンジＨを起点に揺動すると共に、蓋体13の閉じ状態を
維持する係合手段ｆ（図３参照。）として、蓋体13の閉じ状態にあっては、ベース11の前
方に設けた係止凸部f11と係合し、その係合を所定の力で解除可能な係止凸部f13が設けら
れている。
【００２２】
　これにより、図２(b)に示す蓋体13の閉じ状態は、押圧板12を窪みC3に向けて押し込ん
で係合手段ｆを解除しない限り維持できる。なお、かかる係合手段ｆは、凸部同士の係合
のみならず、凹部と凸部による係合であってもよい。
【００２３】
　蓋体13は、図１(a)に示すように、その裏面13fに、円形の凹部13aを有し、この円形の
凹部13aの内側には、図２，３に示すように、蓋体13の閉じ状態において、５つの貫通孔1
1aを取り囲むように配置された環状の凸形状部13sが一体に形成されており、更に、その
内側には、蓋体13の閉じ状態において、５つの貫通孔11aにそれぞれ間隔を空けて挿入可
能な５つの突起13pが一体に形成されている。
【００２４】
　これにより、円形凹部13aの内側にて、図１(a)に示すように、間隔ΔY1を空けて凸形状
部13sを覆うように環状の弾性部材を設ければ、蓋体13の裏面13fに、５つの突起13pを取
り囲むように配置され、当該蓋体13の閉じ状態において、ベース11に接触して突起13pの
周りを密封する凸形状をしてなる環状の弾性部材1aが形成される。
【００２５】
　従って、蓋体13を図２(b)のように閉じれば、図３に示すように、５つの突起13pがベー
ス11の貫通孔11aそれぞれに間隔を空けた状態で挿入されることにより当該貫通孔11aでの
目詰まりを防止し、更に、突起13pを取り囲んだ環状の弾性部材1aがベース11の外表面と
接触することにより蓋体13を閉じた状態での気密性を確保することができる。
【００２６】
　なお、環状の弾性部材1aが、同形態のように、蓋体13の閉じ状態において、ベース11の
外表面に接触する凸形状をしてなるものであれば、蓋体13を閉じた状態での接触は、凸形
状をしてなる環状の弾性部材1aの頂部に集中するため、蓋体13を閉じた状態での気密性の
確保を更に確実なものとすることができる。
【００２７】
　なお、弾性部1aを凸形状としたことによる効果は、ベース11の外表面に環状の凸形状部
を設け、環状の弾性部材1aが、蓋体13の閉じ状態において、ベース11に設けた前記凸形状
部に接触する接触面を有してなるものであっても同様である。
【００２８】
　そして、本参考技術では更に、環状の弾性部材1aの内側を覆うように弾性部材を設け、
図１(a)等に示すように、弾性部材1aの内縁全周に、当該内縁の内側全体を満たすように
繋がり、図３に示すように、当該蓋体13の閉じ状態において、ベース11との相互間に隙間
ΔZ1を形成する補助弾性部1bが一体に形成されている。
【００２９】
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　加えて、蓋体13の裏面13fには、図１(a)に示すように、円形の凹部13aからヒンジＨと
の連結端部に至るまで切り欠かれた延長凹部13bが形成されている。そして、押圧板12の
上端部12eには、図１(b)に示すように、延長凹部13bと整列する切り欠き凹部12bが形成さ
れており、更に、上端部12eの窪みC3側には、破線で示すように、切り欠き凹部12bと直交
するように押圧板12の幅方向に沿って切り欠かれた段部12cが形成されている。
【００３０】
　これにより、押圧板12の窪みC3側上端部12eに弾性部材を保持固定すれば、図１(a)に示
すように、押圧板12の幅方向に沿って延在する横架弾性部1cが一体に形成され、更に、こ
の横架弾性部1cの端部1eをそれぞれ、窪みC3を形成する側縁e2に保持固定すれば、押圧板
12は、窪みC3に向けての押し込みに抗する付勢力を得ることができる。
【００３１】
　しかも、押圧板12の上端部12eには、上述のように、切り欠き凹部12bが形成されている
ため、環状の弾性部材1aから延長凹部13b のΔY2だけ内側を当該延長凹部13bに沿って延
長し切り欠き凹部12bを通して横架弾性部1cに繋げれば、環状の弾性部材1aからベース11
に繋がり蓋体13を開き状態に付勢する弾性延長部1dが一体に形成されることになる。
【００３２】
　従って、環状の弾性部材1aが弾性延長部1dを介して横架弾性部1cに繋がることにより、
蓋体13は、係合手段ｆが解除されると、蓋体13の閉じ状態で図２(b)に示すように折り曲
げられていた弾性延長部1dの弾性復帰に伴う付勢力により、初期の位置まで自動的に広が
るため、上述した効果を奏する操作性に優れたヒンジキャップを提供することができる。
しかも、横架弾性部1cは、窪みC3に向けて押し込んだ押圧板12をその撓みに抗する復元力
で復帰すべく付勢力を与えるため、材質の異なる弾性材料を適宜選択するだけで、目的や
用途に応じて、押圧板12の押し込みによる操作感を重視するタイプ、押し込みがスムース
な操作性を重視するタイプに容易に変更することができる。
【００３３】
　図４(a),(b)はそれぞれ、本発明の第一の形態であるワンタッチキャップ20を、蓋体13
の開き状態で示す上面図である。また、図５(a),(b)はそれぞれ、図４(a)のＸ－Ｘ断面図
及び、蓋体13の閉じ状態を図４(a)のＸ－Ｘ断面で示す断面図である。更に、図６は、図
５(b)の拡大断面図である。なお、以下の説明において、図１～３と同一部分は、同一符
号をもって、その説明を省略する。
【００３４】
　同形態は、図４に示すように、ベース11の外表面に、５つの貫通孔11aを取り囲むよう
に環状の弾性部材を埋め込んで、蓋体13の閉じ状態において、蓋体13に設けた環状の凸形
状部13sに接触してこれら貫通孔11aの周りを密封する環状の弾性部材2aを形成し、更に、
環状の弾性部材2aの内側を覆うように弾性部材を設けることで、同図に示すように、環状
の弾性部2aの内縁全周に、当該内縁の内側の５つの貫通孔11aを除いた全体を満たすよう
に繋がり、蓋体13の閉じ状態において、図６に示すように、蓋体13の裏面13fとの相互間
に隙間ΔZ2を形成する補助弾性部2bを一体に形成し、環状の弾性部材2aと補助弾性部2bと
の面を同一の接触面2fとしたものである（図５，６では便宜上、符号２として示す。）。
【００３５】
　この場合も、図５(b)に示すように蓋体13を閉じれば、図６に示すように、５つの突起1
3pが貫通孔11aそれぞれに間隔を空けて挿入されることにより当該貫通孔11aでの目詰まり
を防止し、更に、貫通孔11aを取り囲んだ環状の弾性部材2aがベース11の外表面と接触す
ることにより蓋体13を閉じた状態での気密性を確保することができる。
【００３６】
　なお、環状の弾性部材2aは、図５，６に示すように、蓋体13の閉じ状態において、当該
蓋体13の裏面13fに設けた環状の凸形状部13sに接触する接触面2fを有してなるものである
から、蓋体13を閉じた状態での接触は、凸形状部13sの頂部と接触する接触面2fに集中す
るため、蓋体13を閉じた状態での気密性の確保を更に確実なものとすることができるが、
環状の弾性部材2aが、蓋体13の閉じ状態において、当該蓋体13の裏面13fに接触する凸形
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状をしてなるものとしても、蓋体13を閉じた状態での接触は、凸形状をしてなる環状の弾
性部材2aの頂部に集中するため、同様の効果を奏する。
【００３７】
　また、補助弾性部2bに形成した貫通孔は、図６に示すように、突起13sに対して大径と
なり、当該突起13sとの間に目詰まりを防止すべく上述の隙間が形成されることが好まし
い。
【００３８】
　図７(a),(b)はそれぞれ、本発明の第二の形態であるワンタッチキャップ30を、蓋体13
の開き状態で示す上面図及び、同キャップ30を、ヒンジＨを断面として示す背面図である
。また、図８(a),(b)はそれぞれ、図７(a)のＸ－Ｘ断面図及び、蓋体13の閉じ状態を図７
(a)のＸ－Ｘ断面で示す断面図である。更に、図９は、図８(b)の拡大断面図である。なお
、以下の説明においても、他の図面と同一部分は、同一符号をもって、その説明を省略す
る。
【００３９】
　同形態は、図７に示すように、５つの環状の弾性部材3aがそれぞれ、その内縁を貫通孔
11aの口径に対応してなり、当該弾性部材3aの外縁全周に、当該外縁の外側全体をシート
状に繋ぐ補助弾性部3bを一体に設けてなるものである。補助弾性部3bは、図８に示すよう
に、ベース11の外表面に形成した凹部11dに埋め込まれる凸部3dを有し、図９に示すよう
に、５つの環状の弾性部材3aがそれぞれ、蓋体13の閉じ状態において、蓋体13の裏面13f
に接触して各突起13pの周りを密封すると共に、蓋体13の裏面13fとの相互間に隙間ΔZ3を
形成するものである。
【００４０】
　この場合も、蓋体13を図８(b)に示すように閉じれば、図９に示すように、５つの突起1
3pが貫通孔11aそれぞれに間隔を空けて挿入されることにより当該貫通孔11aでの目詰まり
を防止し、更に、突起13pを取り囲んだ環状の弾性部材3aが蓋体13の裏面13fと接触するこ
とにより蓋体13を閉じた状態での気密性を確保することができる。
【００４１】
　このため、環状の弾性部材3aの内径も、図９に示すように、突起13sに対して大径とな
り、当該突起13sとの間に隙間が形成されることが好ましい。
【００４２】
　なお、環状の弾性部3aは、図８，９に示すように、蓋体13の閉じ状態において、当該蓋
体13の裏面13fに接触する凸形状をしてなるものであるから、蓋体13を閉じた状態での接
触は、凸形状をしてなる環状の弾性部材3aの頂部に集中するため、蓋体13を閉じた状態で
の気密性の確保を更に確実なものとすることができるが、環状の弾性部材3aが、蓋体13の
閉じ状態において、当該蓋体13の裏面13fに個々の突起13p周りに設けた環状の凸形状部13
sに接触する前述した接触面2fと同様の接触面を有してなるものとしても、蓋体13を閉じ
た状態での接触は、凸形状部13sの頂部と接触する環状の弾性部材3aの接触面に集中する
ため、同様の効果を奏する。
【００４３】
　補助弾性部3bは更に、図７に示すように、窪みＣに沿って伸びる２つの延長弾性部3cを
一体に有し、これら延長弾性部3cが、横架弾性部1cの端部1eそれぞれに一体に繋がる。こ
の場合、操作性や操作感について、第一の形態と同様の効果を奏する。
【００４４】
　上述したところは、本発明の好適な形態をしたものであるが、特許請求の範囲において
、種々の変更を加えることができる。例えば、弾性部材としてはエラストマが挙げられる
が、密封性や耐久性を考慮すれば、弾性を有する種々の材質のものが適用できる。また、
環状の弾性部材と各弾性部は、インサート成形等により一体に形成することができ、更に
、環状の弾性部材のみを単独のパーツとすることもできる。加えて、キャップの構造も蓋
体の開きが自動で行われるワンタッチキャップに限らず、蓋体の開きが自動で行われない
ヒンジキャップに適用することもできる。
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【００４５】
　更に、上述した各構成はそれぞれ、目的及び用途に応じて、例えば、参考技術の延長弾
性部1dと第一の形態の弾性部材2aとの組み合わせや、第二の形態の延長弾性部3cと参考技
術の延長弾性部1dとの置換等、適宜組み合わせや置換等の変更を行うことができる。
【符号の説明】
【００４６】
　1a,1a,3a 環状の弾性部材
　1b,2b,3b 補助弾性部
　1c 横架弾性部
　1d,3c 延長弾性部
　1e 横架弾性部の端部
　10,20,30 ワンタッチキャップ
　11 ベース
　11a 貫通孔
　12 押圧板
　13 蓋体
　13f 蓋体の裏面
　13p 突起
　13s 環状の凸形状部

【図１】 【図２】
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